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今月の掲載記事
硫黄山噴火から
産業団地計画　雇用を確保し、まちを活
性化するために
えびの市消防団夏季点検・操法大会
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4
月
19
日
、
２
５
０
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た

硫
黄
山
。
噴
火
自
体
に
よ
る
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
4
月
21
日
、
状
況
は
一
変
し
ま

す
。
長
江
川
水
系
周
辺
の
自
治
会
長
等
か
ら

長
江
川
の
水
が
濁
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ

り
、
川
の
白
濁
を
確
認
し
ま
し
た
。
宮
崎
県

の
水
質
検
査
で
は
、
環
境
基
準
値
を
超
え
る

重
金
属
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
長
江
川
水
系
か

ら
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

河
川
の
白
濁
が
も
た
ら
し
た
被
害

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
季
の
稲
作
を
断
念
す
る

農
家
が
あ
り
ま
す
。
農
地
面
積
で
市
内
全
体

の
11
・
8
％
に
当
た
る
約
２
７
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
延
べ
約
３
６
０
戸
の
農
家
に
影
響
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
赤
子
川
・
長
江
川
の
白
濁
が
も
た
ら

し
た
被
害
は
、
稲
作
だ
け
で
な
く
、
畜
産
や

観
光
、
商
業
な
ど
に
及
び
、
市
を
越
え
て
川

内
川
下
流
域
の
自
治
体
に
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。

白
濁
確
認
後
の
迅
速
な
対
応

　

市
で
は
、
4
月
21
日
の
長
江
川
の
白
濁
確

認
後
、
す
ぐ
に
周
辺
の
関
係
畜
産
農
家
へ
注

意
を
促
し
ま
し
た
。
宮
崎
県
へ
状
況
を
報
告
。

水
質
検
査
の
依
頼
を
し
、
県
は
赤
子
川
（
大

原
橋
、
用
水
路
）、
長
江
川
（
長
江
橋
）
の

3
カ
所
で
採
水
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
対
策

会
議
を
開
き
、
長
江
川
の
白
濁
へ
の
対
応
を

測定項目
（単位）

水素イオン
濃度（pH）

－

浮遊物質量
（SS) 

（mg/L）

カドミウム
（mg/L）

鉛
（mg/L）

六価クロム
（mg/L）

ヒ素
（mg/L）

ふっ素
（mg/L）

ほう素
（mg/L）

電気伝導度
（EC)
(ms/m)

環境基準 6.5 ～ 8.5 25 以下 0.003 以下 0.01 以下 0.05 以下 0.01 以下 0.8 以下 1 以下 －
4 月 21 日 6.7 43 <0.0003 <0.001 <0.02 <0.001 0.21 0.2 25
4 月 29 日 2.1 140 0.0019 0.017 <0.02 0.36 5.6 8.0 670

5 月 9 日 3.0 39 <0.0003 0.002 <0.02 0.037 1.8 0.9 94
5 月 16 日 3.3 21 <0.0003 0.005 <0.02 0.020 1.5 0.5 72
5 月 23 日 3.4 11 <0.0003 0.001 <0.02 0.010 1.0 0.2 53
5 月 30 日 2.8 5 <0.0003 0.004 <0.02 0.036 2.6 0.7 120

6 月 6 日 4.7 3500 0.0009 0.042 <0.02 0.019 0.39 0.1 38
6 月 13 日 5.2 15 <0.0003 <0.001 <0.02 0.002 0.36 0.1 24
6 月 21 日 4.9 8 <0.0003 <0.001 <0.02 0.002 0.19 <0.1 12
6 月 27 日 3.6 8 <0.0003 <0.001 <0.02 0.002 0.56 0.2 35

7 月 4 日 3.6 7 <0.0003 <0.001 <0.02 0.003 0.51 0.1 29
7 月 11 日 2.5 26 0.0003 0.020 <0.02 0.059 1.8 1.5 180
７月 18 日 4.2 7 <0.0003 <0.001 <0.02 0.004 0.44 0.3 32
7 月 25 日 2.7 <1 <0.0003 0.003 <0.02 0.040 1.4 0.8 120

■長江川長江橋の水質検査結果表

協
議
し
ま
し
た
。

　

4
月
28
日
、
21
日
に
採
水
し
た
水
の
水
質

検
査
結
果
が
宮
崎
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
基
準
値
を
超
え
る
重
金
属
等
が
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
発
表
を
受
け
て
、
市
で

は
、
長
江
川
等
か
ら
取
水
す
る
堂
本
水
路
、

宮
路
玉
水
路
、
西
郷
水
路
、
岡
元
用
水
路
の

責
任
者
に
取
水
の
禁
止
を
要
請
し
ま
し
た
。

市
民
や
川
内
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
な
ど
へ

も
注
意
を
促
す
文
書
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
質
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
白

濁
の
原
因
と
な
る
物
質
を
沈
殿
さ
せ
る
沈
砂

池
・
袋
詰
玉
石
工
を
、
上
流
の
え
び
の
高
原

の
国
有
林
内
堰
堤
や
え
び
の
高
原
派
出
所
前
、

え
び
の
高
原
荘
裏
、
池
め
ぐ
り
自
然
探
勝
路

入
口
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
河
川

の
白
濁
は
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

今
季
の
稲
作
を
や
む
な
く
断
念

　

5
月
6
日
、
市
・
県
、
関
係
自
治
会
、
水

利
組
合
、
土
地
改
良
区
な
ど
が
集
ま
り
営
農

対
策
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
、

水
の
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
や
流
域

以
外
の
農
家
に
風
評
被
害
が
広
が
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
長
江
川
水
系
を

水
源
と
す
る
河
川
等
か
ら
ほ
場
へ
取
水
を
行

わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
営
農

対
策
協
議
会
の
報
告
説
明
会
を
対
象
と
な
る

19
地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
赤
子
川
・
長
江
川
の
白
濁
に
よ
り
影

響
を
受
け
た
農
家
に
対
し
て
国
・
県
・
市
な

ど
が
緊
急
支
援
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
農

家
が
稲
作
が
で
き
ず
、
農
地
保
全
を
取
り
組

む
場
合
や
、
転
作
を
行
う
場
合
な
ど
に
補
助

す
る
も
の
、
ま
た
、
畜
産
農
家
が
代
替
飼
料

を
共
同
購
入
す
る
場
合
に
補
助
す
る
も
の
な

ど
で
す
。
さ
ら
に
、
経
済
対
策
と
し
て
消
費

喚
起
を
促
す
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
ま
し
た
。

来
季
の
稲
作
再
開
を
目
指
し
て

　

現
在
、
河
川
の
水
質
調
査
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
で
は
、
ヒ
素
や

カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
の
重
金
属
類
は
環
境
基
準

値
以
下
の
値
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
水
素
イ
オ
ン
濃
度
は
酸
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
誰
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
県
や
市
、
国
の
関
係
機
関

で
は
中
・
長
期
的
な
展
望
の
も
と
、
硫
黄
山
・

河
川
白
濁
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
河
川
の
白
濁
に
関
し
て
の

情
報
共
有
や
対
応
状
況
、
今
後
予
想
さ
れ
る

風
評
被
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
各
機
関
で
は
、
一
致
協
力
し
て
、
来

季
に
稲
作
が
で
き
る
よ
う
に
代
替
水
源
を
確

保
す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
復
興
に
向
け
た
支
援
や
国
に
対
し
て

予
算
、
制
度
等
へ
の
要
望
活
動
な
ど
に
取
り

組
み
、
一
刻
も
早
い
稲
作
再
開
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

硫
黄
山
噴
火
か
ら

長江川浜川原橋付近での白濁の様子（右）
沈殿池等の対策を講じた後の長江川浜川原橋付近の様子

（下）
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知事への要望

磯崎農林水産副大臣へ現地説明

第 1 回硫黄山・河川白濁対策協議会

えびの高原韓国荘跡地沈殿池完成
（写真提供：国土交通省川内川河川事務所）

支援事業説明会

硫黄山噴火から

　

市
で
は
、
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
赤
子
川
・

長
江
川
の
白
濁
を
確
認
し
て
す
ぐ
に
、
河
川

流
域
の
農
家
の
皆
さ
ん
に
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。
4
月
28
日
に
は
、
宮
崎
県
に
よ
る

水
質
検
査
の
結
果
を
受
け
て
長
江
川
等
か
ら

の
取
水
の
禁
止
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
2
週
間
ご
と
に
市
内
12
カ

所
で
農
業
用
水
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
で
は
、
全
て
の
分
析
項
目
が
、

環
境
基
準
お
よ
び
農
業
用
水
基
準
に
適
合
し

て
お
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
江
川
・
川
内
川
周
辺
の
飲
用
井

戸
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
も
12
カ
所
で
継

続
し
て
行
っ
て
お
り
、
水
道
法
に
基
づ
く
水

質
基
準
に
適
合
し
、
異
常
が
な
い
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
安
全

な
水
を
使
用
し
て
農
畜
産
物
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
え
び
の
市
産
の
農
畜
産

物
は
安
全
で
、
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
米
の
収
穫
時
期
に
は
、
風

評
に
よ
っ
て
被
害
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
市
で
は
、
え
び
の
産
の
農
畜
産
物

の
風
評
被
害
を
克
服
す
る
た
め
に
、
新
米

フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
り
、
テ
レ
ビ
等
の
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
り
し
て
安
全
性
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
私
た
ち
市
民
が
え
び
の
産
の
農

畜
産
物
は
安
全
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

えびの産の農畜産物は
安全です

4.19 硫黄山噴火
4.21 長江川の白濁を確認、関係畜産農家へ注意喚起・宮

崎県へ報告し、水質検査の採水を 3カ所で実施
4.23 河川で死魚を確認
4.26 長江川宮川橋上流にオイルフェンス設置
4.27 宮崎県による水質検査結果発表（pH等）

川内川河川事務所京町出張所付近にオイルフェンス
設置

4.28 宮崎県による水質検査結果発表（環境基準項目 10 項
目＋参考項目 4項目）
水質検査結果発表により、長江川等から取水の堂本、
永山（宮路玉水路）、西郷水路、岡元用水路の責任者
に取水の禁止を要請

4.30 長江川近辺等から亀沢にかけて代替農業用水として
利用できそうな河川およびため池等 14 カ所の水質調
査依頼
長江川水系の飲用井戸利用者に直接注意喚起文書を
配布ならびに飲用専用井戸の調査（78 カ所）と主要
箇所の井戸から採水を実施（19 カ所）
えびの高原派出所前・えびの高原荘裏での河川せき
止め

5.1 えびの高原池めぐり自然探勝路入口での河川せき止
め
県知事および県議会議長現地視察
噴火警報を発表（レベル 2に引き下げ）

5.2 県、市、JA えびの市、西諸農済による代替品目検討
会議
全員協議会にて硫黄山噴火および河川汚濁について
の対応経過報告
関係省庁へ要望活動（国土交通省・農林水産省・環
境省）

5.4 赤子川堰堤で河川せき止め補強作業開始
5.5 赤子川堰堤で河川せき止め補強作業完了
5.6 長江川水系の白濁による営農対策協議（関係自治会・

水利組合・土地改良区）
長江浦維持管理組合流入防止作業完了

5.7 県副知事現地調査
営農対策協議の報告説明会（亀沢・柳水流地区）

5.8 営農対策協議の報告説明会（東の上・下・下島内地区）
5.9 営農対策協議の報告説明会（西郷・上島内・湯田地区）
5.10 営農対策協議の報告説明会（永山・大溝原・西の上

地区）
関係省庁へ緊急要望活動（硫黄山噴火災害関係市町：
国土交通省・農林水産省・環境省）

5.11 営農対策協議の報告説明会（下浦・灰塚・中浦・栗下・
西の下地区）
宮崎県選出国会議員・鹿児島県選出国会議員他へ緊
急要望活動

5.12 営農対策協議の報告説明会（京町・上向江・上浦地区）
水質検査結果に伴う取水可能エリア確定

5.14 磯崎農林水産副大臣現地視察
再生協議会臨時総会

5.16 第 1 回硫黄山・河川白濁対策協議会
5.25 えびの高原韓国荘跡地沈殿池工事着手
6.5 えびの高原韓国荘跡地沈殿池完成
6.13 支援事業説明会（亀沢、柳水流、京町、上向江、下浦、

中浦、上浦、下島内、上島内、西川北）
6.14 支援事業説明会（栗下、東長江浦上、東長江浦下、

西長江浦上、西長江浦下、灰塚、永山、大溝原、湯田、
西郷）

7.5 第 2 回硫黄山・河川白濁対策協議会
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市
で
は
、
企
業
の
立
地
促
進
を
図
り
、
雇

用
機
会
の
確
保
に
よ
る
人
口
流
出
の
抑
制
と

市
の
産
業
を
活
性
化
す
る
た
め
、
そ
の
受
け

皿
と
な
る
産
業
団
地
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
産
業
団
地
計
画
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

産
業
団
地
計
画
に
至
っ
た
経
緯

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
産
業
団
地
の
必
要
性

に
つ
い
て
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
度
か
ら
26
年
度
に
産
業
団
地
を
計
画
す

る
た
め
適
地
調
査
を
実
施
し
、
総
合
的
な
評

価
に
基
づ
き
「
湯
田
西
郷
地
区
」
を
最
終
適

地
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

湯
田
西
郷
地
区
を
産
業
団
地
候
補
地
に
位

置
付
け
、
水
質
等
調
査
、
地
盤
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
平
成
28
年
度
に
「
え
び
の
市
工

業
団
地
基
本
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
開
発
面
積
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
「
え

び
の
市
工
業
（
産
業
）
団
地
基
本
整
備
計
画
」

に
位
置
付
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
30
年

度
当
初
で
造
成
に
向
け
た
実
施
設
計
業
務
を

予
算
化
し
、
団
地
整
備
に
向
け
た
測
量
調
査

実
施
設
計
委
託
業
務
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

な
ぜ
産
業
団
地
が
必
要
な
の
か

　

企
業
が
新
た
に
立
地
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
用
地
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

産業団地計画
雇用を確保し、まちを活性化するために

　

近
年
の
景
気
回
復
を
受
け
、
企
業
活
動
も

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
進
出
を
計
画

す
る
企
業
は
、
業
種
に
も
よ
り
ま
す
が
、
交

通
ア
ク
セ
ス
や
操
業
環
境
、
主
要
道
路
か
ら

の
視
認
性
、
敷
地
の
広
さ
、
す
ぐ
に
進
出
可

能
か
な
ど
、
で
き
る
だ
け
立
地
条
件
の
よ
い

場
所
を
求
め
ま
す
。

　

企
業
誘
致
は
他
の
自
治
体
と
の
競
合
で
も

あ
り
、
企
業
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
用
地
を
提
供
で
き
る
か
ど
う
か
が
企

業
の
立
地
の
可
能
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
企
業

が
立
地
す
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
産
業
団
地

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
今
産
業
団
地
を
整
備
す
る
の

か
　

企
業
の
立
地
は
、
人
が
そ
の
ま
ち
に
住
み
、

ま
た
は
そ
こ
で
働
く
こ
と
で
、
ま
ち
に
賑
わ

い
を
創
出
し
、
ま
ち
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

地元代表者による現地調査

　

人
口
減
少
が
進
む
本
市
で
は
、
重
要
政
策

と
し
て
企
業
誘
致
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
企
業
が
立
地
す
る
た
め
に

は
、
受
け
皿
と
な
る
企
業
用
地
が
不
可
欠
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
工
場
空
地
な
ど
の
民
有

地
を
主
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
有
地
は
あ
く
ま
で
個

人
の
所
有
地
で
あ
り
、
権
利
調
査
、
価
格
交

渉
な
ど
が
必
要
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

で
き
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
す
。

市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か

　

市
が
産
業
団
地
を
整
備
す
る
に
は
、
多
額

の
事
業
費
を
要
し
ま
す
。
現
在
計
画
し
て
い

る
総
事
業
費
は
、
概
算
で
約
20
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
約
20
億
円
は
借
入
金
で

賄
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
そ
の
年
度
に
い
く
ら
ぐ

ら
い
必
要
に
な
る
の
か
把
握
し
、
借
入
を
し

て
い
く
計
画
で
す
。

　

産
業
団
地
整
備
に
要
す
る
費
用
（
用
地
買

収
、
造
成
工
事
等
）
は
初
期
で
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
造
成
完
了
後
、
進
出
企
業
へ
用
地

を
売
却
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
土
地
売
却

代
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
企
業
へ
売
却
し
な
い
土
地
（
緑

地
、
道
路
、
水
路
、
調
整
池
等
）
が
存
在
し

ま
す
。
土
地
の
販
売
価
格
の
設
定
で
も
変
わ

り
ま
す
が
、
実
質
市
の
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
そ
の
負
担
額

地域住民との事業計画の協議

産業団地計画
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を
約
5
億
円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
産
業
団
地
整

備
事
業
特
別
会
計
を
創
設
し
、
事
業
推
進
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
財
政
負
担
の
軽
減
対
策

　

多
額
の
事
業
費
を
要
す
る
産
業
団
地
整
備

事
業
は
、
市
の
財
政
運
営
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
借
入
金
の
返

済
に
向
け
て
毎
年
度
一
定
額
を
積
み
立
て
、

返
済
期
限
の
年
度
に
そ
の
積
立
金
と
土
地
売

却
代
を
含
め
て
一
括
返
済
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
返
済
年

度
に
お
け
る
市
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
企
業
の
立
地
に
伴
う
効
果

　

産
業
団
地
に
企
業
が
立
地
す
る
と
、
立
地

企
業
に
よ
る
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
を

は
じ
め
、
雇
用
さ
れ
る
従
業
員
等
に
よ
る
住

民
税
の
税
収
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
税
収
を
試
算
す
る
と
、
市
が
負
担
し
た

額
を
一
定
の
年
数
で
取
り
戻
す
計
算
に
な
り
、

財
政
負
担
の
軽
減
は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
も

税
収
が
継
続
す
る
こ
と
で
財
源
確
保
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
立
地
す
る
企
業
の
業
種
に
も
よ

り
ま
す
が
、
市
外
等
か
ら
の
来
訪
や
従
業
員

等
の
定
住
、
消
費
活
動
に
よ
り
、
市
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

産
業
団
地
が
売
れ
残
る
こ
と
は
な

い
の
か

　

市
で
は
、
整
備
計
画
中
の
産
業
団
地
は
イ

買取単価
（1㎡当たり）

3,000 円（試算）

分譲単価
（1㎡当たり）

12,000 円（試算）

借入額
（事業費計）

19 億 6220 万 4 千円
（試算）

利子 1943 万 4 千円（試算）

総事業費
19 億 8163 万 8 千円

（試算）

償還期間 10 年（試算）

市負担額
5 億 7163 万 8 千円

（試算）

■産業団地計画図

の部分が産業団地計画地 ※えびの市工業（産業）団地基本整備計画作成時の計画地

■産業団地計画の事業費および財
政負担額の試算

※平成 28 年度作成した工業団地基本計画に基づき試算

九
州
自
動
車
道

川内川国道 268 号

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、
し
か
も
国
道
か

ら
近
い
た
め
、
立
地
企
業
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
く
、
高
速
道
路
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
効
果

も
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
団
地
の
具
体
性
が
よ
り
増
せ
ば
、
企

業
へ
の
立
地
活
動
を
通
じ
て
確
実
に
立
地
し

て
も
ら
え
る
と
確
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
産
業
団
地
を
整
備
し
て
企
業
へ
用

地
を
売
却
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

分
譲
用
地
の
売
れ
残
り
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

万
一
、
分
譲
地
が
売
れ
残
る
場
合
は
、
企

業
立
地
活
動
を
進
め
な
が
ら
、
市
が
維
持
管

理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
住
民
等
の
同
意
は
あ
る
の
か

　

産
業
団
地
計
画
に
対
し
、
地
元
住
民
か
ら
、

平
成
30
年
3
月
定
例
会
へ
湯
田
西
郷
地
区
に

お
け
る
産
業
団
地
整
備
事
業
の
早
期
実
施
に

つ
い
て
の
要
望
が
な
さ
れ
、
市
議
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
等
へ
は
、
こ
れ
ま
で
数

回
に
わ
た
り
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
想

定
さ
れ
る
地
権
者
か
ら
は
、
現
段
階
で
は
お

お
む
ね
同
意
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
実
施
設
計
業
務

（
測
量
調
査
実
施
設
計
委
託
業
務
）
を
予
算

化
し
、
４
月
に
受
注
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
業
務
で
は
、
計
画
地
の
用
地
測
量
、

地
質
調
査
、
各
種
の
設
計
業
務
を
約
1
年
か

け
て
実
施
し
ま
す
。
平
成
31
年
3
月
末
に
は

産
業
団
地
計
画
に
係
る
設
計
書
が
で
き
あ
が

る
た
め
、
こ
の
設
計
書
に
基
づ
き
平
成
31
年

度
以
降
造
成
工
事
に
向
け
た
作
業
に
移
っ
て

い
く
計
画
で
す
。

　

造
成
工
事
で
は
、
経
費
抑
制
の
た
め
公
共

工
事
等
の
残
土
を
利
用
し
て
造
成
を
行
っ
て

い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

並
行
し
て
、
農
地
の
開
発
に
伴
う
農
振
法
、

農
地
法
、
産
業
導
入
実
施
計
画
作
成
、
開
発

許
可
申
請
等
に
係
る
手
続
き
を
順
次
進
め
、

平
成
31
年
度
の
造
成
工
事
着
工
を
目
標
に
準

備
を
行
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
業
種
を
想
定
し
て
い

る
の
か

　

市
で
は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
産
物

等
を
使
用
す
る
食
品
加
工
業
や
道
路
貨
物
運

送
業
、
物
流
拠
点
と
な
る
倉
庫
業
、
商
業
施

設
等
の
誘
致
を
視
野
に
企
業
訪
問
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
九
州
地
域
で
企
業

訪
問
を
精
力
的
に
実
施
し
、
産
業
団
地
計
画

や
立
地
環
境
、
市
の
有
利
性
等
を
説
明
し
、

企
業
か
ら
も
高
い
関
心
を
も
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

産
業
の
け
ん
引
役
と
な
り
、
市
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
の
立
地
が
で

○市長からのメッセージ
　本市は、豊かな自然に恵まれ農畜産業を主とする農村地域ですが、一方で高
速道路の結節点としての地の利を生かして、産業の誘致にも絶好な場所に位置
しています。
　産業団地計画は、まさにえびの市のメリットを生かした取り組みです。産業
団地計画を確実に成功させることによって、産業団地の整備後は企業の立地が
進むと確信しています。
　今、市民の皆様からも心配の声を多くお聞きしていますが、これからの地方
は人口減少がさらに進み、まちの衰退も心配される中、企業誘致は人の賑わい
を取り戻す有効な手段です。産業団地計画の推進は、市の財政負担も大きな課
題ですので英知を結集して慎重に検討しながら全力で進めていきます。

き
る
よ
う
全
力
で
企
業
立
地
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

計
画
地
周
辺
の
営
農
は
大
丈
夫
か

　

産
業
団
地
計
画
は
、
広
大
な
農
地
の
一
部

を
開
発
す
る
計
画
で
す
。
優
良
な
農
地
を
開

発
す
る
こ
と
は
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
免
れ
な
い
事
実
で

す
。

　

一
方
で
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
働
く

場
を
確
保
し
雇
用
を
守
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

計
画
地
一
帯
は
、
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地

（
青
地
）
で
、
集
団
的
営
農
が
可
能
な
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
計
画
地
内
は
農
業

法
人
の
活
動
範
囲
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
団
地
整
備
に
伴
い
営
農
活
動
の
範
囲

は
狭
ま
り
ま
す
が
、
農
業
法
人
や
地
域
の
農

業
担
い
手
に
対
し
て
は
産
業
団
地
計
画
地
周

辺
で
の
営
農
を
中
心
に
農
地
中
間
管
理
事
業

の
活
用
等
を
図
り
な
が
ら
、
農
地
の
集
積
支

援
、
営
農
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。

問
市
観
光
商
工
課 

企
業
誘
致
対
策
室

☎
35
‐
３
７
２
７
（
直
通
）

産業団地計画
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えびの市消防団夏季点検・操法大会
　

7
月
22
日
、
池
島
地
区
の

水
辺
の
楽
校
で
え
び
の
市
消

防
団
夏
季
点
検
・
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
各
地
区
の
消

防
団
32
チ
ー
ム
が
参
加
。
ポ

ン
プ
車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車

の
部
に
分
か
れ
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
大
会
は
、
消
防
操
法
技

術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本

の
ホ
ー
ス
を
結
合
し
て
放
水

し
、
火
点
が
倒
れ
る
ま
で
の

タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
審
査

で
は
、
敬
礼
や
号
令
な
ど
の

規
律
、
的
確
機
敏
な
機
械
器

具
操
作
な
ど
も
総
合
的
に
採

点
さ
れ
ま
す
。

　
各
地
区
の
消
防
団
員
は
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
早
朝

な
ど
に
集
ま
り
、
こ
の
大
会

に
向
け
て
訓
練
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
29
日
に
は
西
諸
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、
各
部
の
優

勝
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
優
秀

な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

第 3 分団第 4 部　内田 直希 部長
優勝は想定外で、驚いています。若い人
が入り、周りの人の協力のおかげで優勝
できました。

第 3 分団第 7 部　松元 悠
はるか

 部長
毎日練習を続けてきたので、優勝できて
うれしいです。団員や家族、地域の人な
ど全員が協力した結果だと思います。

第 3 分団第 1 部　宮口 将太 部長
9 人しかいない中で工夫して練習を組み
立てるのが大変でした。周りの人たちの
支えがあって優勝することができました。

　

■えびの市消防操法大会結果 ■西諸消防操法大会結果

■ 優 勝 し た 部 に 話 を 聞 き ま し た

ポンプ車の部 小型ポンプ積載車の部

優　勝 3 分団 1 部 京町、上向江 優　勝 3 分団 7 部 下島内

準優勝 2 分団 7 部 中島 準優勝 2 分団 6 部 東川北、榎田、牧の原

3　位 1 分団 4 部 上・中・西上江 3　位 1 分団 8 部 田代、出水

小型ポンプの部 4　位 2 分団 3 部 西長江浦上・下

優　勝 3 分団 4 部 下浦、柳水流、亀沢 5　位 3 分団 2 部 水流、東・中内竪、南・北昌明寺

準優勝 2 分団 12 部 大溝原 6　位 3 分団 8 部 西川北

3　位 3 分団 3 部 中浦

ポンプ車の部

優　勝 3 分団 1 部

小型ポンプの部

2　位 3 分団 4 部

小型ポンプ積載車の部

優　勝 3 分団 7 部
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設立総代会には 17 土地改良区の代表者等が出席

�市議会事務局　☎35-3718（直通）

議 会 議会報告会が行われました

　

7
月
23
日
と
27
日
に
平
成
30

年
度
議
会
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、「
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
市
民
参
加
を
推
進
す

る
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
が

市
政
の
諸
課
題
に
柔
軟
に
対
処

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

議
員
が
2
班
に
分
か
れ
て
、

各
中
学
校
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
報
告
会
に
は
、
市
民
が
飯

野
地
区
は
9
人
、
上
江
地
区
は

6
人
、
加
久
藤
地
区
は
18
人
、

真
幸
地
区
は
8
人
参
加
し
ま
し

た
。

　

同
報
告
会
で
は
、
3
月
と
6

月
定
例
会
の
審
査
内
容
等
の
議

会
報
告
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
共
通
テ
ー

マ
「
飯
野
高
校
存
続
問
題
」
と

各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ

な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
市

民
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
民
か
ら

産
業
団
地
、
議
員
定
数
、
人
口

減
少
に
対
す
る
取
り
組
み
、
長

江
川
白
濁
に
伴
う
代
替
水
源
確

保
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
る
質

問
や
要
望
が
出
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�土地改良区 合同事務所　☎35-1330

農 業 えびの市土地改良区が設立されました

　

え
び
の
市
土
地
改
良
区
は
、

3
月
15
日
に
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
設
立
総
代
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
土
地
改
良
区
は
、
土
地
改

良
区
の
維
持
管
理
費
の
増
大
や

事
務
費
の
軽
減
、
施
設
の
老
朽

化
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
土
地

改
良
区
を
統
合
し
体
制
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。
同
改
良
区
の
理

事
長
は
、
山
口
長お

さ
の
り徳
氏
で
す
。

　

平
成
28
年
10
月
に
17
土
地
改

良
区
が
合
併
予
備
契
約
を
結

び
、
そ
の
後
協
議
を
重
ね
、
平

成
29
年
11
月
28
日
に
え
び
の
市

土
地
改
良
区
と
し
て
宮
崎
県
か

ら
設
立
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

赤
子
川
・
長
江
川
の
白
濁
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
農
家
の
生
活

を
守
る
た
め
、
被
害
対
策
会
議

に
も
出
席
す
る
な
ど
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
土
地
改
良
区
の
構
成
区
】

堂
本
、
末
永
、
下
方
、
昭
和
、

白
鳥
、
池
島
、
北
部
、
上
江
、

田
代
、
大
河
平
、
長
江
浦
、
昌

明
寺
、
東
内
竪
、
東
川
北
、
中

央
、
北
岡
松
、
中
内
竪

加久藤地区での議会報告会

�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）

助 成

ＪＲ吉都線の利用促進のための運賃を助成

　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
沿
線
自
治
体
内

の
小
中
学
校
等
の
児
童
・
生
徒

等
が
、
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
へ
の
愛
着

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
社

会
見
学（
遠
足
等
）、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
交
流
等
に
係
る
Ｊ
Ｒ
吉

都
線
区
間
内
の
運
賃
を
助
成
し

ま
す
。

※
利
用
前
に
必
ず
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
助
成
対
象
団
体
】　

　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
沿
線
自
治
体
内

の
小
学
校
、
中
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
子
ど
も
会
、
町
内
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部
活
動
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
子
ど
も
が
8
人
以

上（
そ
の
他
、
小
中
学
校
が
8

人
に
満
た
な
い
小
規
模
校
な
ど

例
外
が
あ
り
ま
す
。）

※
原
則
と
し
て
活
動
に
は
保
護

者
が
同
伴
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

【
助
成
額
】

　

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
の
区
間（
吉
松

駅
～
都
城
駅
）の
乗
車
運
賃
と

し
、
1
団
体
1
回
に
つ
き
上
限

10
万
円
。

　

予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま

す
。
往
復
で
の
利
用
も
対
象
で

複
数
回
の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
児

童
生
徒
の
人
数
に
応
じ
て
随
行

者
の
乗
車
運
賃
も
全
額
助
成
し

ま
す
。

（
例
）児
童
生
徒
1
～
9
人
で
随

行
者
1
人
分
、
児
童
生
徒
10
～

19
人
で
随
行
者
2
人
分
な
ど

【
利
用
可
能
区
間
】

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
の
区
間（
吉
松
駅

～
都
城
駅
）

※
吉
都
線
以
外
の
区
間
を
含
ん

で
い
る
場
合
は
、
吉
都
線
の
区

間
の
み
の
乗
車
運
賃
が
助
成
さ

れ
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
「
助
成
申
請
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
市
企
画
課
政

策
係
に
郵
送
、
ま
た
は
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
の
う
え
、
市
企
画
課
政

策
係
よ
り「
助
成
承
認
書
」が
郵

送
で
届
い
た
の
ち
、「
実
績
報

告
書
兼
請
求
書
」に
必
要
事
項

を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
関
係
書

類
を
添
付
の
う
え
、
市
企
画
課

政
策
係
に
郵
送
、
ま
た
は
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
助
成
申
請
書
」お
よ
び「
実

績
報
告
書
兼
請
求
書
」は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
city.ebino.lg.jp/

）で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
企
画
課
で

取
得
で
き
ま
す
。
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JR 列車時刻表（吉都線）都城⇒吉松 ◆下り
▲は、平成 30 年 4 月以降の 8 月を除く毎月第 2 水曜日は工事のため運休

▲

●
臨

※最終の「●臨」は、臨時運行であるため、各駅に提示している運行日を事前にご確認ください。この時刻表は自宅・会社等に掲示してご利用ください。

都城 小林 えびの
飯野

えびの
上江 えびの 京町

温泉 吉松

5:41 6:35 6:54 6:57 7:08 7:14 7:22

6:37 7:32 7:50 7:54 7:59 8:05 8:13

7:30 8:24 8:43 8:47 8:51 8:57 9:05

12:27 13:16 13:34 13:37 13:42 13:48 13:56

16:09 17:06 17:24 17:27 17:37 17:43 17:50

17:39 18:28 18:46 18:49 18:54 19:00 19:08

18:33 19:23 19:41 19:45 19:52 19:58 20:06

20:14 21:06 21:24 21:28 21:32 21:38 21:46

21:45 22:35 22:53 22:56 23:01 23:07 23:14

吉松 京町
温泉 えびの えびの

上江
えびの

飯野 小林 都城

5:29 5:37 5:43 5:49 5:53 6:07 6:55

6:54 7:02 7:09 7:14 7:18 7:33 8:21

8:20 8:28 8:34 8:39 8:44 8:58 9:46

13:06 13:14 13:21 13:26 13:34 13:48 14:36

15:58 16:06 16:12 16:17 16:22 16:36 17:24

17:22 17:30 17:37 17:42 17:46 18:01 18:53

18:21 18:29 18:35 18:41 18:54 19:00 19:48

19:38 19:46 19:53 19:59 20:04 20:18 21:06

JR 列車時刻表（吉都線）吉松⇒都城 ◆上り
▲は、平成 30 年 4 月以降の 8 月を除く毎月第 2 水曜日は工事のため運休

■吉松駅　　　　0995-75-2013
■小林駅　　　　0984-23-3040

みんなで乗って守ろう吉都線！！マイレール運 動

▲

平成 30 年 3 月 17 日版 平成 30 年 3 月 17 日版
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�市観光商工課 商工係　☎35-3728（直通）

商 工 えびの市ふるさとハローワークを開設しました

　

公
共
職
業
安
定
所
の
な
い
え

び
の
市
に
お
い
て
、
求
職
者
の

多
く
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
求
職
者
は
市
外
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
人
が
多
く
、
市

内
企
業
の
求
人
は
一
定
数
以
上

あ
る
も
の
の
、
求
人
と
就
職
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
え
び
の
市
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
を
図

り
、
新
た
な
雇
用
対
策
や
安
定

的
な
仕
組
み
を
構
築
し
、
市
内

の
求
職
者
の
早
期
就
職
・
企
業

の
安
定
し
た
人
材
確
保
・
雇
用

の
安
定
を
目
的
と
し
て
「
え
び

の
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
業
務
を
新

設
す
る
こ
と
で
、
市
内
へ
の
就

職
を
促
進
し
、
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
ま
す
。

　

同
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
市

が
実
施
す
る
企
業
情
報
の
収
集

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報

の
オ
ン
ラ
イ
ン
提
供
、
就
職
支

援
員
に
よ
る
職
業
相
談
・
職
業

紹
介
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施

し
ま
す
。

【
利
用
場
所
】
市
観
光
商
工
課

前【
利
用
時
間
】［
月
～
金
］
午
前

9
時
～
午
後
4
時

�小林市立病院 地域医療連携室　☎23-8225

医 療 小林市立病院に産婦人科医師が着任

　

7
月
1
日
、
小
林
市
立
病
院

に
産
婦
人
科
医
師
が
着
任
し
ま

し
た
。
え
び
の
市
出
身
の
𠮷
永

浩
介
先
生
で
す
。

　

𠮷
永
先
生
は
、
今
年
の
6
月

ま
で
宮
城
県
仙
台
市
の
産
婦
人

科
医
師
が
集
約
さ
れ
た
病
院
で

医
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
西
諸
地
区
の

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の
産
声
を
」

と
い
う
皆
さ
ん
の
思
い
を
、
助

産
師
を
は
じ
め
小
林
市
立
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
形
に
し

た
い
と
着
任
し
ま
し
た
。

　
「
西
諸
地
区
の
妊
婦
さ
ん
の

不
安
を
少
し
で
も
カ
バ
ー
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦

健
診
を
は
じ
め
、
産
前
・
産
後

に
心
配
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
妊
婦
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

て
、
安
心
し
て
診
療
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
」

と
𠮷
永
先
生
は
話
し
て
い
ま
し

た
。

■
診
療
体
制

【
妊
婦
健
診
（
予
約
制
）】
出
産

ま
で
10
回
以
上
の
健
診
が
必
要

と
な
る
妊
婦
の
分
娩
ま
で
の
健

診【
婦
人
科
外
来（
照
会
予
約
制
）】

［
月
～
水
］
午
前
9
時
～
午
後

3
時

［
木
］
午
前
9
時
～
正
午

［
金
］
午
前
10
時
～
午
後
3
時

［
予
約
受
付
時
間
］

平
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

産婦人科医師　𠮷永　浩介先生

プロフィール
昭和 45 年生まれ。平成 6 年、東北大学医学
部卒業。東北大学医学部婦人科准教授などを
歴任。

○補助金交付の流れ

宮
崎
交
通
株
式
会
社

悠
々
パ
ス
購
入
者

え
び
の
市

①申請

②交付決定

③パス購入（全額支
　払い）

④パス・領収書受領

⑤実績報告・請求

⑥補助金支給

�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）

助 成 タクシー利用料金助成

　

市
で
は
、「
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業
（
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
）」
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

・
市
在
住
で
、
住
民
登
録
が
あ

り
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
65

歳
以
上
の
人

・
市
在
住
で
、
住
民
登
録
が
あ

り
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
16

歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
証
ま
た
は
自
動

車
を
持
っ
て
い
な
い
人

【
申
請
方
法
】市
企
画
課
政
策
係

ま
た
は
飯
野
・
真
幸
出
張
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
方
法
】申
請
後
、「
助
成

対
象
者
証
」と「
タ
ク
シ
ー
利
用

券
」を
送
付
し
ま
す
。「
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」を
運
転
手
に
渡

す
こ
と
で
、
利
用
料
金
の
一
部

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
助
成
額
】約
3
割
を
助
成
し
ま

す
。
※
１
０
０
０
円
が
上
限

平
成
30
年
度
か
ら
初
乗
り
料
金

も
約
3
割
の
助
成
の
対
象
で

す
。

【
交
付
限
度
枚
数
】年
間
48
枚
を

限
度
に
、
申
請
月
に
応
じ
て
交

付
し
ま
す
。

【
有
効
期
限
】平
成
31
年
3
月
31

日※
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
可
能
区
間
】え
び
の
市
内

※
市
外
か
ら
の
移
動
や
市
外
へ

の
移
動
に
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

【
そ
の
他
】家
族
や
他
人
へ
譲
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
乗
は

可
能
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
福
祉
事
務

所
が
行
っ
て
い
る「
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」の
制
度
と
は
別

の
制
度
で
す
が
、
同
時
に
利
用

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）　　 �宮崎交通株式会社 小林営業所　☎26-0234

補 助 えびの市悠々パス購入費補助

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
宮

崎
交
通
株
式
会
社
の
路
線
バ
ス

の
高
齢
者
用
定
期
券
「
悠
々
パ

ス
」
の
購
入
費
用
を
補
助
す
る

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
用
定
期
券
を
購
入
す

る
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
申
請
資
格
】・
65
歳
以
上
の
え

び
の
市
在
住
の
人

・
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

【
補
助
対
象
】
6
カ
月
定
期
券

の
み 

※
3
カ
月
は
対
象
外
で

す
。

【
申
請
上
限
】
年
2
回
ま
で

【
補
助
率
】
2
分
の
1

　

詳
し
く
は
、
市
企
画
課
政
策

係
ま
た
は
、
宮
崎
交
通
株
式
会

社
小
林
営
業
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書

な
ど
の
関
係
書
類
も
同
窓
口
で

取
得
で
き
ま
す
。

新たに設けられたハローワークブース

就職支援員の山口博さん
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和やかな演奏で魅了

犯罪のない明るい社会を

Rue de Valseライブ

社会を明るくする運動

　市文化センターで、Rue de Valse（ルードバ
ルス）ライブが行われました。
　これは、市文化センターの自主事業として行
われたもので、今回で 2 回目です。
　ライブは、ホールの舞台で行われ、市内外か
ら約 30 人が訪れました。
　都城市から訪れた親子は「ルードバルスの
ファンで、昨年も来ました。楽しかったです」
と話していました。

　えびの地区保護司会の 6 人が市長を訪問し
ました。会長の岩尾昭文さんが内閣総理大臣の

「社会を明るくする運動」のメッセージを代読
しました。
　社会を明るくする運動は、罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、犯罪のない地域社
会を築こうとする全国的な運動で、今年で 68
回目となります。

7/8

7/11

安全運転を促す

夏の交通安全県民総ぐるみ運動

　飯野地区茶屋平の国道で、夏の交通安全県民
総ぐるみ運動街頭キャンペーンが行われまし
た。
　キャンペーンには、交通指導員会、交番駐在
所連絡協議会、防犯協会、コカ・コーラボトラー
ズジャパンなど 12 団体、約 60 人が参加しま
した。参加者は、ドライバーにチラシと炭酸飲
料水などを配り、「安全に気を付けて運転して
ください」と声をかけていました。

7/11

大輪の花開いた花火大会

京町温泉夏祭り花火大会

　京町川内川河川敷で「第 22 回えびの京町温
泉夏祭り花火大会」が行われました。これは、
京町温泉夏祭り実行委員会の主催で行われたも
のです。
　花火大会には、市内外から約 7000 人が訪れ
ました。特設ステージでは、園児たちによる踊
りの披露や歌謡ショーなどが行われました。
　約 4 千発の花火が打ち上げられ、訪れた人
を魅了していました。

7/14

迫力ある丸太越えに歓声

西川北菅原神社牛越祭

　西川北菅原神社で、牛越祭が行われました。
祭には、市内外から約 300 人が来場。牛が丸
太を跳び越えるたびに、歓声が上がっていまし
た。
　牛越祭は、400 年以上の歴史があります。牛
が丸太を跳び越えることで、家畜の無病息災と
豊作を祈ります。今年は、19 頭の牛が丸太越
えに挑戦しました。

7/28

家畜の無病息災を祈願

上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」

　上浦の澤原八坂神社で「棒踊り・鎌踊り」の
奉納が行われました。上浦地区では、毎年この
日に稲の豊作や家畜の無病息災などを願って、
この踊りを奉納します。
　棒踊りには、保存会青年部の 20 人が、鎌踊
りには、岡元小学校の児童 22 人が参加し、元
気な踊りを披露しました。

7/15

お互いを高め合う

えびの市立中学校3年生夏期セミナー

　飯野地区コミュニティセンターで、えびの市
立中学校 3 年生夏期セミナーが行われました。
これは、市内の 4 つの中学 3 年生を一堂に集
めることによって、お互いに刺激し合う環境を
つくり、高校入試に向けての学力を向上させる
ことを目的として行われたものです。
　セミナーには、143 人が参加し、基礎コース
とハイアドバンスコースの 2 つのコースに分
かれて 5 教科の授業を受けました。

8/2
・3

霧島の自然を満喫

霧島エクストリームトレイル

　第 6 回霧島・えびの高原エクストリームト
レイルが行われました。これは、霧島・えびの
高原の文化や自然環境の素晴らしさを体感して
もらうことを目的に行われているものです。
　ロングコース（約 63㎞）、ショートコース

（約 37㎞）に国内外から 818 人が参加しました。
ショートコースは霧雨の中午前 6 時にスター
トし、出場者は元気なかけ声とともにコースへ
飛び出していきました。

7/22
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

梅
雨
明
け
の
西
の
夜
空
に
遠
花
火

き
ら
め
き
咲
け
ど
儚
く
消
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
暦
の
上
で
は
秋
に
な
る
が
一
年
中
で
最
も
暑
い
時
期
で
あ
る
。今
年
は
殊
の
外
猛
暑

が
続
い
て
い
る
。こ
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
何
処
で
も
花
火
・
御
輿
と
神
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。瞬
時
に
消
え
失
せ
る
花
火
を
眺
め
災
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ
の
思
い
を

馳
せ
る
心
や
さ
し
い
作
者
が
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌小

鼬い
た
ちの

ふ
り
か
へ
り
し
が
稲
田
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
野
一
広

　
一
本
の
農
道
を
隔
て
て
出
来
秋
の
田
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
本
道
を
辿
っ
て
い
る

と
、
同
じ
進
路
方
向
に
小
さ
な
鼬
が
小
走
り
に
急
い
で
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
私
の
方
を
振
り
向
い
た
の
で
す
。暫
し
、
両
者
の
凝
視
が
続
き
ま
し
た
が
、

突
然
方
向
転
換
し
て
鼬
は
黄
金
の
稲
の
波
の
中
へ
と
駆
け
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。そ
の
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
仕
種
に
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
超
自
然
的
な
存
在
を
提
示
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
思
わ
ず

笑
み
が
零
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩風

の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
虎
夫

泰
山
木
を
よ
じ
の
ぼ
っ
た
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
は

酷
暑
の
日
差
し
を
浴
び
　
天
辺
に
領
域
広
げ
て

黄
赤
色
の
花
　
爽
や
か
に
咲
か
せ
て
い
ま
す

花
壇
に
陣
取
っ
た
　
桔
梗
の
か
た
ま
り
も
豪
雨
に

め
げ
ず
青
紫
の
花
　
一
杯
咲
か
せ
て
い
ま
す

こ
の
地
球
に
　
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
る

自
然
の
宝
物
　
し
っ
か
り
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
・
！

人
知
を
超
え
た
　
自
然
界
の
不
可
思
議
な
現
象

大
自
然
の
怒
に
似
た
変
容
に
　
人
々
は
厳
し
い

苦
し
み
強
い
ら
れ
て
い
ま
す

未
曾
有
の
豪
雨
ー
土
砂
崩
れ
・
河
川
の
氾
濫

日
毎
続
く
猛
暑
ー
危
険
な
気
温
に
熱
中
症
警
戒
情
報

広
葉
樹
林
に
入
る
と
　
清
涼
の
世
界

直
射
を
浴
び
た
木
の
葉
は
　
日
光
を
吸
収
し
て

涼
し
い
空
気
と
風
の
流
れ
を
与
え
て
く
れ
ま
す

風
の
流
れ
は
　
自
然
の
け
は
い

自
然
の
け
は
い
を
知
っ
て
　
天
地
の
生
き
て
い
る
さ
ま

自
然
の
移
ろ
う
さ
ま
を
感
じ
と
っ
て
行
こ
う

泰
山
木
の
大
輪
が
　
花
期
の
最
後
を
飾
っ
て
い
ま
す

まばたき

穂村弘／作
酒井駒子／絵
（岩崎書店）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

岩合光昭の
世界ネコ歩き2

岩合光昭／著
（クレヴィス）

◎お知らせ

■苫小牧・えびの交換展示
●期間＝9月1日（土）～ 9月30日（日）
●場所＝図書館入口
●内容＝北海道の苫小牧の紹介や火山の資料を展示します。

■敬老の日　特別企画
●日時＝9月8日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●内容＝ふたり劇団マイとイチロウによる楽しい歌など

■土曜シネマ
●日時＝9月15日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「ケアニン～あなたでよかった～」（大人向け）
※上映日、内容が変更になる場合があります。9 月 時間

①飯野駅前地区体育館→
　飯野出張所 5 日（水）、19 日（水）14：05 ～ 15：15

②麓橋団地→自衛隊官舎 7 日（金）、21 日（金）15：30 ～ 16：30
③岡元小学校→市立病院
　→さくら苑

12 日（ 水 ）、26 日
（水） 13：15 ～ 15：15

④プラッセだいわ→真幸
　地区体育館→老人福祉
　センター

13 日（ 木 ）、27 日
（木） 14：05 ～ 16：30

⑤飯野地区コミュニティ
　センタ→大平職員宿舎

14 日（ 金 ）、28 日
（金） 14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号

　
「
繁
殖
牛
の
品
評
会
に
出
品
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
新
規
就

農
者
の
色
増
拓
真
さ
ん
で
す
。

　

色
増
さ
ん
は
、
新
規
就
農
2
年
目
で
、
繁

殖
牛
を
18
頭
育
て
て
い
ま
す
。「
1
年
1
産

を
目
指
し
て
、
エ
サ
の
質
や
量
、
生
殖
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
研
究
中
で
す
。
分
か
ら
な
い

こ
と
は
父
に
聞
い
た
り
、
農
協
の
人
や
人
工

授
精
師
な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
え
び
の
に
は
、
お
手
本
と
な
る
先

輩
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
の
人
た
ち
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
」

　
「
こ
の
暑
さ
に
は
困
っ
て
い
ま
す
」
と
も

ら
す
色
増
さ
ん
。
牛
舎
の
中
を
涼
し
く
す
る

た
め
扇
風
機
を
動
か
し
ま
す
が
、
間
に
合
わ

ず
、
牛
に
水
を
か
け
て
冷
や
し
ま
す
。
そ
し

て
、
牛
が
き
ち
ん
と
水
を
飲
ん
で
い
る
か
飲

用
水
の
確
認
も
怠
り
ま
せ
ん
。「
牛
は
言
葉

を
話
さ
な
い
の
で
、
鳴
声
や
体
の
状
態
を
見

て
判
断
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
見
極

め
が
難
し
い
で
す
」

　

赤
子
川
・
長
江
川
の
白
濁
に
よ
る
影
響
で

周
辺
の
人
が
稲
を
作
れ
な
い
こ
と
を
気
に
す

る
色
増
さ
ん
。「
私
の
家
の
田
の
周
り
に
は

た
め
池
が
あ
り
、
水
質
検
査
の
結
果
、
異
状

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
囲
の
人
か
ら
転

作
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
時
こ
そ
協
力
し
て
、
稲
を
作
れ

な
い
人
の
分
ま
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

　

現
在
、
認
定
新
規
就
農
者
の
申
請
の
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
認
定
を
受
け
て
牛
舎

を
新
設
し
ま
す
。
規
模
の
拡
大
を
し
て
、
良

質
な
牛
の
繁
殖
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

色
増
拓
真
さ
ん

Profile

いろますたくま／上浦／
25 歳／趣味：映画鑑賞

良質な牛の繁殖
を目指す
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毎
日
歯
み
が
き
を
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
実
は
、
歯
と
歯
の
間
や
歯
茎

と
歯
の
境
目
な
ど
に
こ
び
り
つ
い
た
汚

れ
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
が
関
係
し
て
い
ま

す
。

　

プ
ラ
ー
ク
は
、
歯
み
が
き
の
技
術
の

高
い
歯
科
衛
生
士
が
20
分
く
ら
い
か
け

て
丁
寧
に
磨
い
て
も
取
り
残
し
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

虫
歯
菌
や
歯
周
病
菌
は
こ
の
プ
ラ
ー

ク
に
守
ら
れ
て
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
ま

い
汚
れ
を
徹
底
的
に
取
り
除
く
歯
医
者

で
の
ケ
ア
が
お
口
の
健
康
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
55
～
64
歳
の
歯
周
病
有
病

者
率
は
82
・
5
％
で
す
。
歯
周
病
を
治

療
す
る
と
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

も
改
善
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康
は
全
身
の
健
康
と
大
き
く
関

係
し
て
い
る
の
で
、
3
～
4
カ
月
ご
と

の
定
期
的
な
歯
科
医
院
で
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
　

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

鞍
津
輪
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

歯
科
医
院
で
プ
ラ
ー
ク
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う

す
。プ
ラ
ー
ク
の
内
側
は
強
い
酸
性
と

な
り
歯
を
溶
か
し
た
り
、
強
い
毒
性
を

出
す
細
菌
が
繁
殖
し
た
り
し
て
歯
周
病

を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
虫
歯
予
防
先
進
国
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
幼
児
期
よ
り
定
期
的

に
歯
科
医
院
で
歯
の
掃
除
を
す
る
こ
と

に
力
を
入
れ
た
結
果
、
平
均
虫
歯
本
数

も
歯
周
病
も
激
減
し
た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
プ
ラ
ー
ク
を
破
壊

し
て
虫
歯
菌
の
巣
を
撃
退
し
、
さ
ら
に
、

普
段
の
歯
み
が
き
で
は
落
と
し
き
れ
な

な
ど
業
務
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。働
く
人
の
健
康
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が

向
上
し
た
り
し
ま
す
。ま
た
、
残
業
代
・

光
熱
水
費
等
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。会
社
に
と
っ
て
も
働
く
人
に
と
っ

て
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
必

要
で
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
意
識
を
変

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

「
仕
事
」
と
育
児
・
介
護
・
趣
味
・
地
域
活

動
等
の
「
仕
事
以
外
の
生
活
」
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
、
そ
の
両
方
が
充
実
し

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。仕
事
と
生

活
を
半
々
に
す
る
と
い
う
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い

や
喜
び
を
も
た
ら
し
ま
す
。同
時
に
家

事
・
育
児
・
近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の

生
活
も
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
充
実
が
あ
っ

て
こ
そ
人
生
の
喜
び
や
生
き
が
い
は
倍

増
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
仕
事
中
心
の
働
き
方

を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。例
え
ば
、

働
く
人
は
、
定
時
で
退
社
し
た
り
、
有

給
休
暇
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
家

族
な
ど
と
過
ご
す
時
間
や
趣
味
、
地
域

活
動
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど

私
生
活
が
充
実
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
に
と
っ
て
も
、
労
働
時

間
の
見
直
し
や
休
暇
取
得
を
促
進
す
る

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

登山には万全の対策を

9 月 9 日は救急の日

日本では、9 月 9 日を救急の日としています。救
急医療や救急業務に対する理解と認識を深めて

もらうため、また医療関係に携わる人の意識向上を
目的に定められました。
　皆さんは、バイスタンダーという言葉をご存じで
しょうか。119 番通報を受けてから救急隊が到着す
るまで約 10 分かかるといわれています。その現場に
居合わせ、応急手当てを施す人をバイスタンダーと
呼びます。
　消防署では、皆さんがいざという時にバイスタン
ダーとして処置できるように出前講座を行っていま
す。この救急の日を機に、ぜひ、ご参加ください。

現 在 、え び の 高 原 の 韓 国 岳 に は 、大 浪 池 を 通
り 登 山 す る こ と が で き ま す 。

　 登 山 を 行 う 際 に は 、無 理 の な い 計 画 と 万 全 な
対 策 を 心 掛 け ま し ょ う 。

・登 山 計 画 は 、十 分 な 日 程 で 余 裕 の あ る 行 動 を
し ま し ょ う

・非 常 食 や 雨 具 、防 寒 着 、携 帯 電 話 、救 急 薬 品 な
ど を 忘 れ ず に 準 備 し ま し ょ う

・子 ど も は 、先 行 し て 迷 子 に な る ケ ー ス が あ る
の で 、必 ず 目 の 届 く 範 囲 に 入 れ て お き ま し ょ う

・登 山 届 は 、必 ず 提 出 す る よ う に し ま し ょ う

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 7件
救 急 79件 年 計 505件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 4件 本年累計 29件
物 件 28件 本年累計 178件

　

市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
食
事
の

調
理
ま
た
は
食
料
品
の
買
い
出
し
の
困

難
な
高
齢
者
を
対
象
に
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
し
、
在
宅
の

高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
食
事
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
配
達
の
際
に
安
否
確
認

も
行
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の
状
況
を
定

期
的
に
把
握
で
き
、
見
守
り
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

利
用
料
は
1
食
当
た
り
４
５
０
円
で
、

昼
食
と
夕
食
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
利
用
も
可
能
で
す
。

配
達
日
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
で
、
土

曜
日
・
日
曜
日
は
休
み
で
す
。ま
た
、
祝

日
も
配
達
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年
末

年
始
（
12
月
29
日
か
ら
翌
年
1
月
3
日

ま
で
）
は
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
が
あ
れ

ば
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
自
宅
へ
お
伺
い
し
て
、
申
請
手
続
き
、

高
齢
者
の
身
体
・
生
活
状
況
等
の
調
査

を
行
い
、
市
へ
申
請
し
ま
す
。

　

利
用
に
際
し
て
は
、
条
件
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
介
護
保
険
課
内
）、
各
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
　

 

文
：
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部
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宅
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援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

ご
利
用
く
だ
さ
い
。高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

あんしんねっと

東部在宅介護支援セン
ター職員
大野祥照（おおのよし
てる）さん
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【リフト付き検診車について】
　リフト付き検診車による検診を以下の日程で行います。
リフト付き検診車では車いすから検診専用の車いすに乗
り換えて撮影ができます。通常の検診車での検診が困難
な人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期日 会場 時間

11 月 20 日
（火）

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30

国際交流センター 13：10 ～ 13：40

えびの市役所駐車場 14：00 ～ 15：30

11 月 22 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 11：30

上江地区体育館 13：20 ～ 14：20

下大河平公民館 14：50 ～ 15：20

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲を
実施します

　えびの市を含む宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県
および各市町村合同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。
期間は以下のとおりです。期間中の入山等については十
分ご注意ください。皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】9月2日（日）～ 16日（日）
【一斉捕獲日】①9月2日（日）

②9月9日（日）
③9月16日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

受け付けを終了しました
住宅取得定住促進支援金
 市では、本市の定住を促進し、人口減少を抑制すると

ともに、地域経済の活性化を図るため、自己の居住を目
的に初めて住宅を取得（新築・購入）した人に、その経費
の一部を支援する「えびの市住宅取得定住促進支援金交
付事業」を実施してきましたが、支援金の総額が予算額
に達しましたので、申請受付を終了しました。
　この事業は、平成30年度で終了となります。
問市財産管理課 住宅係

☎35-1120（課直通）

消費税の軽減税率制度説明会

　小林税務署では、平成31年10月1日から実施される消費
税の軽減税率制度について、以下のとおり説明会を行いま
す。

【開催日および申込期限】

期日 申込期限

9 月 25 日（火） 9 月 18 日（火）午後 5 時

9 月 26 日（水） 9 月 19 日（水）午後 5 時

9 月 27 日（木） 9 月 20 日（木）午後 5 時

【場所】小林税務署
【時間】午後1時30分～午後2時30分
【定員】各20人
【申込方法】小林税務署に電話でお申し込みください。
【その他】筆記用具を持参してください。
申・問小林税務署 法人課税部門
☎23-3126（自動音声案内）

「公共施設清掃講習会」を行います

　宮崎県シルバー人材センター連合会では、公共施設清
掃講習会を行います。清掃の基本作業を中心に、機械器
具の取り扱いなどを学びます。

【開催日】10月16日（火）
【募集人員】10人
【場所】市国際交流センター
【受講料】無料
【対象者】・現在シルバー人材センター会員でセンターで

の就業を希望する人
・おおむね60歳以上で今後シルバー人材センターに入会
する意思があり、関連分野での就業を希望する人

【申込方法】ハローワーク小林、えびの市シルバー人材セ
ンターにある所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、
お申し込みください。
申・問公益社団法人 宮崎県シルバー人材センター連合会
☎0985-31-3775

生産調整（ WCS用稲・わら専用稲）の
現地確認調査を実施します

　生産調整（ WCS用稲・わら専用稲）の現地確認調査を
次の日程で実施します。調査の進行具合によっては、日
程を繰り上げて調査をすることもありますので、対象者
は、8月26日までに必ず転作田に立て札を立ててくださ
い。立て札は黄色です。

期日 対象地区

8 月 27 日（月）～ 29 日（水） 飯野、上江

8 月 30 日（木）～ 9 月 3 日（月） 加久藤、真幸

9 月 4 日（火）～ 5 日（水） 市外（小林市［北西方等］、
湧水町）

・今回の調査結果を立て札に表示しますので、必ず立て
札を立ててください。

・結果を確認し、再検査の人は早急に対応をお願いします。
・立て札がない場合は、場所の確定ができず未作付とな
ります。

・調査期日までに雑草の除去など栽培管理の徹底をお願
いします。
　詳しくは、以下にお問い合わせください。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-3744（課直通）

受診ください「結核検診（飯野地区）」

　結核検診（飯野地区）を実施します。対象者である65
歳以上の人は、次の日程のいずれかで検診を受けてくだ
さい。ただし、次に該当する人は受ける必要がありませ
ん。また、①に該当する人は市健康保険課市民健康係ま
でご連絡ください。
①平成30年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レント
ゲン検査を受けた人
②今年度肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申
し込みをしている人

【受診方法】対象者には結核検診実施通知書が郵送され
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しく
ださい。※検診費は無料です。

【日程および会場】

期日 会場 時間

9 月 4 日
（火）

堀浦多目的集会施設 9：30 ～ 10：00

上大河平鍋倉公民館 10：20 ～ 10：40

旧大河平小学校 11：00 ～ 11：30

下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 6 日
（木）

東原田公民館 9：30 ～ 10：40

麓自治会子供広場 11：00 ～ 11：30

杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 10 日
（月）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：50

田ノ上運動場 11：10 ～ 11：30

今西公民館 13：20 ～ 13：50

池島公民館 14：10 ～ 14：50

上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 13 日
（木）

前田公民館 9：30 ～ 10：30

坂元公民館 10：50 ～ 11：30

苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00

高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 19 日
（水）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 11：30

南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50

南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 20 日
（木）

山内公民館 9：30 ～ 10：10

えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30

上上江公民館 13：20 ～ 14：10

中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 27 日
（木）

白鳥地区公民館 9：30 ～ 10：30

末永公民館 10：50 ～ 11：30

田代公民館 13：20 ～ 14：00

出水公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 28 日
（金）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 10：30

南原田公民館 11：00 ～ 11：30

飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40



お お知 知ら らせ せ

27  262626広報 平成30年8月号

消 防 団 操 法 大 会 の 取 材 に 行 きました 。真 剣 に 取り組
む 団 員 たちの 熱 気 が 伝わってきました 。皆 さん 、お

疲れさまでした 。（ 東 ）

京 町温 泉 夏 祭りのお みこしは今 年もユニークなもの
ばかり。子どもから大 人まで カンカン 照りの 中、大

きな声でおみこし担ぎを頑 張っていました 。（ 久保 田 ）

人　口 18,481人（前月比±0人）

男性／ 8,703人（ +4人）　女性／ 9,778人（ -4人）

転入／ 47人　転出／ 26人
出生／ 9人　死亡／ 30人

世帯数 8,462世帯（前月比+1世帯）
（平成30年8月1日現在）

E
d
ito

r's

【受付期間】～ 8月31日（金）（土・日除く）
■農薬をJAえびの市以外で購入された人　
　農薬の納品書等（品名・数量・金額・購入先が記載され
ているもの）と印鑑・振込先通帳をご持参のうえ、市畜産
農政課にてお申し込みください。

【申込期間】8月27日（月）～ 31日（金）
　詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-3744（課直通）
申・問JAえびの市農産園芸課
☎33-5756

ご参加ください
「国際交流フェスティバルinえびの」
　市国際交流センターでは、「国際交流フェスティバルin
えびの」を開催します。その中で行われる催しごとの出
場者・出店参加者を募集します。

【開催日】9月30日（日）
【時間】午前9時30分～午後3時
【場所】市国際交流センター

■”タタミ”投げ＆”ワラジ”飛ばし大会
　硫黄山の噴火をストップさせたいという思いでタタミ

（たたむ）投げ大会を行います。硫黄山に向かってタタミ
を投げてみませんか。また、復興のためにみんなで笑っ
ていこうという思いでワラジ（笑い）飛ばし大会を行い
ます。

【時間】午前10時30分～午前11時30分
【内容】

①”タタミ”投げ大会
［対象］中学生以上
［定員］男女合わせて50人（先着順）

※男女各優勝者に豪華賞品があります。

②”ワラジ”飛ばし大会
［対象］小学生まで
［定員］30人（先着順）

○共通事項
［参加料］無料
［申込方法］住所、氏名（ふりがな）、電話番号を市国際交

流センターへ電話か、ファクス、電子メールでお申し込
みください。

［申込期限］9月7日（金）
■国際カラオケ大会

【時間】午前11時30分～午後0時30分
【内容】日本人は外国語、外国人は日本語で歌うカラオケ

大会です。最優秀賞1人に賞品、参加者全員に参加賞があ
ります。カラオケの音源は各自でご用意ください。

【定員】10人（先着順）
【参加料】無料
【申込方法】住所、氏名（ふりがな）、電話番号、出身国、

歌う曲名と歌手名を市国際交流センターへ電話か、ファ
クス、電子メールでお申し込みください。

【申込期限】9月7日（金）
■えびの de マルシェ

【時間】午前9時30分～午後3時
【内容】えびの市の物産市やフリーマーケット
【参加料】無料 ※テントは各自で持参してください。
【申込方法】出店名、住所、代表者氏名（ふりがな）、電話

番号、出品名を市国際交流センターへ電話か、ファクス、
電子メールでお申し込みください。

【申込期限】9月7日（金）
申・問市国際交流センター
☎35-3211 /FAX 35-3215
E-mail:ebino-kokusai@chic.ocn.ne.jp

◎ 今月の 表 紙
7 月28 日、西 川 北 の 菅 原 神 社 で 牛
越 祭 が 行わ れました 。多くのカメラ
マンが 訪 れ 、シャッターを 切ってい
ました 。

ボランティア参加者募集
「豊かな森林づくり活動」
　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、宮崎県森林
環境税を活用し、広く市民などへ森林環境に関心を持っ
てもらい、次世代に健全な森を継承するために植樹地の
下草刈環境活動をするボランティアを募集しています。

【募集人員】80人（先着順）
【開催日】9月30日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時 ［受付］午前9時～午前9時

30分
【活動場所】えびの市大字灰塚（高仏市有林）
【集合場所】市役所駐車場

※マイクロバスで現地に移動します。
【申込期間】 9月21日（金）
【内容】植樹地の下草刈環境活動
【必要なもの】作業のできる服装・軍手・雨具・おにぎり等

※草刈り鎌・昼食（おかず）・飲み物は主催者で準備します。
※1日保険に加入します。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
申・問NPOえびの（担当：新原）
☎35-2177（夜間）

第6回えびのん音楽会
「フルートが奏でる夕べ」
　市文化センターでは、毎月1回、主に市内で活動して
いる音楽愛好家による音楽会を開催しています。
　9月はフルート演奏で、市在住の長友良

よしひで

豪さん、市出
身の堤喜美子さんが出演します。ゲストにプロのフルー
ト演奏家の中山千佳子氏を招き、ソロやアンサンブルな
ど素晴らしい音楽の夕べをお届けします。

【開催日】9月7日（金）
【時間】午後6時30分～午後7時30分
【場所】市文化センター ホールステージ
【入場料】無料
問市文化センター
☎35-2268

「サトイモ疫病」防除支援対策を実
施します

　「サトイモ疫病」の防除に地域全体で取り組み、「サト
イモ産地」の再生を図るため、防除農薬の一部助成を実
施します。

【対象農薬名および数量】
　平成30年度の作付けに散布する農薬が対象です。
※申請する農薬本数分は本年度の「サトイモ疫病」防除
以外で使用しないこと。
1．アミスター 20フロアブル･･･10アール当たり１本

（250ml入り）
2．ジーファイン水和剤･･･10アール当たり1袋（ 500ｇ入
り）
3．スカッシュ（展着剤500ml入り）･･･ジーファイン水
和剤と同数

【申込資格】えびの市内に住所を有する者
【助成額】農薬代の1/3以内
【申込方法】サトイモのほ場地番、面積および品種名の記

入が必要となりますのでご用意ください。農薬の購入先
で必要な書類や申し込み先が変わります。
■農薬をJAえびの市で購入された人
　印鑑・振込先通帳をご持参のうえ、JAえびの市本店農
産園芸課および各グリーンセンター窓口にてお申し込み
ください。※別途、JAえびの市より1/3以内の上乗せ助
成があります。

今月の納税

個人市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期
8月31日（金）までに納めましょう。
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写真：スギヒラタケ（撮影：平成29年9月21日）
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スギヒラタケ
Pleurocybella porrigens ハラタケ目　キシメジ科


